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▲レーダー探査の様子
まっすぐに探査機を押して、裏に取り

付けた機械が地下の様子を計測します

◀発掘調査予定地

上半分に見える黄緑色の

点々が掘立柱建物跡の柱穴？

穴
な
ど
が
あ
る
場
所
が
赤
色
、
緑

色
や
水
色
な
ど
に
変
化
し
ま
す
。

そ
の
部
分
に
は
建
物
や
溝
な
ど
の

遺
跡
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▶
レ
ー
ダ
ー
探
査
の
結
果

←裏面につづく

・
昨
年
度
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
し
た
春
日
北
小
学
校
を

　

子
ど
も
達
と
発
掘
し
ま
す
。

・
今
年
度
の
須
玖
岡
本
調
査
の
予
定
。

・
武
末
名
誉
館
長
の
「
就
任
１
年
を
終
え
て
」

子
ど
も
達
が
体
験
し
た
地
中
レ
ー
ダ
ー

探
査
で
、
小
学
校
地
下
に
遺
跡
の
反
応
!!

　

令
和
３
年
12
月
１
日
、
春
日
北
小
学
校
６
年
生
と
奈

良
文
化
財
研
究
所
金
田
明
大
さ
ん
、
春
日
市
文
化
財
課

が
、
同
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ど
の
よ
う
な
遺
跡
が

あ
る
の
か
を
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
で
調
べ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
１
月
13
日
、
金
田
さ
ん
に
よ
る
報
告
会
が
、

多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
は
熱
心
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。
探
査
結
果
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
地
下
に

建
物
跡
や
溝
な
ど
の
遺
跡
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

金
田
さ
ん
は
、
最
後
に
子
ど
も
達
へ
「
勉
強
も
、
そ

れ
以
外
で
も
得
意
な
こ
と
を
み
つ
け
て
、
今
私
達
が
暮

ら
す
世
界
を
少
し
で
も
良
く
す
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
」
と
伝
え
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
の
結
果
を
確
認
す

る
た
め
に
、
春
日
北
小
学
校
協
力
の
下
、
発
掘
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
発
掘
調
査
を
行
う
の
は
、
運
動
会
や
体
育

の
授
業
で
も
使
う
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。
こ
の

た
め
夏
休
み
期
間
中
に
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
で
興
味

深
い
反
応
が
あ
っ
た
い
く
つ
か
の
場
所
の
一
箇
所
に
、

ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
期
間
、
範
囲
の
調
査
で
す
が
、
王
宮
の
発

見
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
建
物
跡
や
重
要
な
遺
物
な
ど

が
発
見
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
で
見
ら
れ
た
反
応
は
、
弥
生
時

代
の
遺
跡
な
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
も
の
か
、
子
ど
も

達
と
一
緒
に
究
明
し
て
い
け
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
発
掘
調
査
を
毎
年
継
続
し
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
、
春
日
北
小
学
校
の
児
童
や
、

去
年
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
を
体
験
し
た
卒
業
生
で
あ

る
春
日
北
中
学
校
の
生
徒
に
声
を
か
け
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
後
日
、
子
ど
も
た
ち
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
の
結
果
を
受
け
、

今
年
は
、
子
ど
も
達
と
発
掘
調
査
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▲考古企画展「弥生時代の権」の図録

▲３つの夢を語る武末純一名誉館長

　

令
和
４
年
度
は
、
須
玖
岡
本
遺
跡
に
つ
い
て
２
件
の
発

掘
調
査
と
２
件
の
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
を
行
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
史
跡
と
な
っ
た
土
地
で
す
。

　

発
掘
調
査
は
、
諸
岡
川
の
東
側
（
岡
本
７-

55
）
を
５
月

後
半
か
ら
、
奴
国
の
丘
歴
史
公
園
と
岡
本
公
園
の
間
の
林

（
岡
本
６-

１-

１
）
を
12
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。
こ
の
２
箇

所
は
、
昨
年
度
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
を
行
い
遺
跡
の
反
応

が
出
た
地
点
で
す
。
過
去
に
甕
棺
が
出
た
と
い
う
話
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
地
形
が
変
わ
っ
て
お
り
、
発
掘

調
査
で
確
認
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
遺
跡
が

出
る
の
か
、
本
来
の
地
形
は
ど
の
程
度
残
っ
て
い
る
の
か
、

明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
は
、
熊
野
神
社
北
側
（
岡
本
２

-

91-

１
）
と
岡
本
７
丁
目
（
岡
本
７-

45
）
で
行
い
ま
す
。
ど

ん
な
遺
跡
が
、
ど
れ
く
ら
い
残
っ
て
い
る
の
か
を
最
新
の

技
術
で
調
べ
て
い
き
ま
す
。

　

発
掘
調
査
も
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
も
、
興
味
の
あ
る

方
は
遠
慮
な
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
春
日
市
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
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令
和
４
年
度
の
須
玖
岡
本
遺
跡

発
掘
調
査
・
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査

か
あ
り
ま
せ
ん
。
奴
国
の
王
都
須
玖
遺
跡
群
を
世
界
遺

産
に
！　

第
一
の
夢
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
地
域
の
方
々
の
参
画
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
資
料
館
に
「
奴
国
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）」
を
作
り
、
市
民

が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
に
し
た
い
！　

第
二
の
夢
で
す
。

　

レ
ー
ダ
ー
探
査
の
結
果
、
春
日
北
小
学
校
の
校
庭
に

重
要
な
何
か
が
あ
り
そ
う
で
す
。
小
学
生
や
探
査
に
参

加
し
た
中
学
生
と
一
緒
に
掘
り
、
そ
の
成
果
を
子
ど
も

た
ち
が
調
べ
て
展
示
し
発
表
す
る
！　

第
三
の
夢
で
す
。

　

夢
は
尽
き
ま
せ
ん
。
文
化
財
を
使
っ
た
地
域
づ
く
り

に
、
皆
様
の
ご
助
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
３
月
22
日
に
春
日
市
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

の
名
誉
館
長
に
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年
が
経
ち

ま
し
た
。
困
難
も
含
め
て
楽
し
く
て
、
い
ろ
ん
な
夢
も

で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
８
月
21
日
～
９
月
26
日
ま
で
の
企
画
展
「
弥

生
時
代
の
権
」
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
さ
ん
も
加

わ
っ
て
平
成
19
年
以
来
14
年
ぶ
り
に
図
録
、
そ
れ
も
こ

れ
ま
で
と
は
一
味

違
っ
た
図
録
を
作

れ
ま
し
た
。
須
玖

遺
跡
群
の
他
に
各

地
の
権

(

は
か
り

の
お
も
り

)

も
借

り
て
陳
列
し
た
も

の
の
、
コ
ロ
ナ
禍

の
緊
急
事
態
宣
言

で
全
く
開
館
で
き

ず

残

念

で

し

た

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

特
別
展
は
多
く
の
方
々
の
目
に
触
れ
、
１
月
～
３
月
の

民
俗
企
画
展
「
は
か
る
」
で
は
須
玖
遺
跡
群
の
権
を
来

館
者
に
お
披
露
目
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
世
界
遺
産
が
な
い
の
は
弥
生
時

代
と
旧
石
器
時
代
だ
け
で
す
。
弥
生
時
代
の
候
補
は
、

『
魏
志
倭
人
伝
』
の
記
述
と
実
際
の
様
相
が
明
ら
か
な

北
部
九
州
の
国
々
、
対
馬
国
か
ら
奴
国
ま
で
の
国
々
し

※

見
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
の
予
防
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

武
末
純
一
名
誉
館
長

就
任
１
年
を
終
え
て


